
教養科目が配置されており、主体的に学修する習慣を身につけながら、歯科医学
に必要な幅広い知識に触れます。歯科医学の理解につながるコースです。

口腔だけでなく顎・顔面領域の疾患の診断・治療を行うために必要な知識や技能を網羅的に学修するコースです。

さまざまな疾患をもつ患者さんが安全に歯科治療を受けられるよう、全身管理に必要な幅広い知識を修得するコースです。

医療人としての成熟に必要な科目や問題基盤型学修科目が配置されており、プロフェッショナリズムや問題解決能力の基礎を育みます。また、働き方の多様化が進む中での歯科医師としてのキャリアパス形成を考える
コースです。

歯科治療にあたり特別な配慮が必要な患者さんについて理解し、個々の患者さんに適した対応を学ぶためのコースです。

歯の発育過程でのトラブルや不正咬合への対応など、一般歯科治療とは異なる視
点で学びます。

保健・医療・福祉・介護の場で、地域社会に貢献するための基礎を学ぶ科目群です。

歯を失うことによって低下した口腔機能を回復するために必要な知識や技能を、材料学も含めて系統立てて学修
するコースです。

齲蝕や歯周病など、臨床で高頻度に遭遇する疾患とその対応を、基礎系科目の最新の知見も踏まえて幅広く学修
するコースです。

画像診断や診察・検査などについて理解し、健康でない状態の原因を分析、判断する力を身につけるためのコースです。

■ 新カリキュラムの10コース

教養科目及び基礎歯学の科目が配置されています。第１学年前期では、歯学部での学修に必要な基礎的知識を講義と実
習により確認しながら主体的な学修の定着を図ります。また、問題基盤型学修（Problem-Based Learning：PBL）で理
論的な思考能力及び問題解決能力を育成します。第１学年後期からは、基礎歯学の科目を中心とした講義と実習が始まり、
臨床歯学を学ぶための基盤を形成します。

主に臨床歯学の科目が配置されており、講義と臨床基礎実習を行うことで基礎歯学を含めた
知識と技能を統合させます。さらに、専門性を高めた形でPBLやシミュレーション実習を実施
することにより、臨床における問題解決能力の基礎を育成します。また、第4学年前期までに学
修した臨床科目と、これを支える基礎科目の繋がりを再確認しながら知識の定着を図るため
「総括講義１」を実施し、共用試験等での試問に対応するための学力向上を目指します。

診療参加型臨床実習において、Student Dentistとして患
者に対する診療を担当することにより歯科臨床能力を育成し
ます。また、さまざまな学修分野を集約化した「総括講義２・３」
により、学修を深化させるとともに、複数分野を融合すること
で、歯科医師国家試験に対応できるよう、知識を拡充します。

●歯科医学を学ぶための基礎
●歯科医師として求められる基本的な資質
●社会と歯学
●診察の基本
●全身管理
●口腔と顎顔面疾患の治療
●歯と歯周組織の治療
●歯質と歯の欠損治療
●小児歯科・矯正歯科治療
● スペシャルニーズデンティストリー
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